
 

川での体験活動指導者のスキルアップ・水辺活動の普及へ向けて 

 

参加者募集！ 

 

 

 

全国川の指導者研修会 
（River activities council forum） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[主催] 川に学ぶ体験活動協議会 

[後援]（予定）文部科学省、国土交通省、環境省 

（社）日本河川協会、リバーフロント整備センター 

[協力] 藤代町、財団法人河川環境管理財団子どもの水辺サポートセンター 

自然体験活動協議会（CONE）、全国水環境交流会、 

NPO小貝川プロジェクト２１、NPO地域交流センター 

[場所] 茨城県藤代町役場大会議室、小貝川防災ステーション 他 

[対象] RAC会員団体 

RAC関連講座（初級指導者、普及講座等）指導者及び受講者 

水辺での体験活動関係者、都道府県および市町村教育委員会、 

学校教育関係者、市民団体 等  

 

★参加者は中級講座Ⅰの「安全」に関する講義１単位分を受講認定されます★ 

平平平成成成 111555 年年年   

111 月月月 111111 日日日（（（土土土）））・・・111222 日日日（（（日日日））） 

 



 【開催趣旨】 

 平成 14 年から全国的に始まった総合的学習により、川に出て授業をする学校が増えてき

ました。また、それに先立ち設立した「川に学ぶ体験活動協議会」では共通のプログラム

実施方針に基き、川での指導者育成講座を実施してきました。既に初級指導者養成講座は

約 200名の方々が受講し、学校や地域活動と連携した活躍の機会が増えることが期待され

ています。 

 しかし、子どもを預かる学校の先生方や教育委員会には、RAC指導者のことが殆ど知られ

ておらず、信頼度も含めてどのような関わりをもてるかがつかめていないのが現状といえ

ます。また、RAC指導者養成講座を受けた方々が、それぞれ練習や経験を積み、的確な判

断をできるようにするためのスキルアップが望まれているところでもあります。 

 そこで、各地域で実施されている講座の主催者や受講者が一堂に会し、講座の質的改善・

指導者相互の交流を図ることを目的に全国研修会を開催します。 

 このフォーラムをきっかけに RAC指導者のネットワークによる、水防及び水難事故防止へ

向けての全国的な取組みへの第 1歩としても位置付けられればと考えています。 

 【内  容】 

1. RACカリキュラムの共有化 

   サブリーダー養成講座、リーダー養成講座の検証   
 

2. RAC団体維持運営 

   常設・自立化していくための具体的取組み 
 

3. RAC指導者の社会的役割 

  河川環境保全、水防、水難事故防止、青少年教育、高齢福祉活動、etc 
 

4. トレーナーの暫定認定及びリーダーの認定式 

 中級（Ⅰ・Ⅱ）の講座を開催するために必要なトレーナー資格の暫定認定 

 モデル地域で実施した中級Ⅰの講座修了者（RACリーダー）の日本初の認定式 

 【実施要綱】 

 [会 場] 1 日目 藤代町役場 1F 大会議室 （茨城県北相馬郡藤代町藤代 1-1-1） 

     ※JR 常磐線上野駅より 50 分、藤代駅下車徒歩 5 分  

     2 日目 小貝川防災ステーション （茨城県北相馬郡藤代町椚木 103） 

    小貝川生き生きクラブ （     〃       49） 

★参加者には会場案内図をお送りいたします 

 [参加費]  研修会：2，000 円 懇親会：3，000 円 

[申込み] どなたでも参加できます。開催事務局まで、郵便、FAX、メールでお申込みくだ

さい。参加申込み頂いた方に会場案内図をお送りします。 

[宿 泊] 下記等の最寄の宿泊先へ各自お申込みください。 

    ・セントラルホテル取手 TEL.0297-72-1123（茨城県取手市取手 2-4-3） 



 【プログラム】 

【1 日目】 

12:30    受付 

13:00  挨拶   大野重男（川に学ぶ体験活動協議会・代表理事） 

         藤芳素生（財団法人河川環境管理財団・理事） 

   歓迎挨拶 小林靖男（茨城県藤代町長） 

  

13:30  情報交換会「指導者育成の課題と求められるカリキュラム」 

    各地より指導者養成講座等の主催者・受講者各 1 名を招き、 

    講座内容や実施後の活動、受講しての感想などを発表していただきます。 

 

◇ 発表時間：1 団体 5 分（その他質疑 5 分・会場意見 2 分） 

◇ 各団体からは事前に実施プログラム、講習会の写真、参加者名簿、 

 講座受講者の感想、他、必要な資料を収集する。 

◇ 発表の視点として、 

・〔流域〕〔安全〕〔体験〕〔歴史〕等に分けて報告を行う。 

・初級、中級、子どもの水辺安全講座を網羅する。 

 

＜発表団体候補＞帯広 NPO28 サロン／NPO ひたかみ水の里／JPSART 

エコロジー研究会／静岡流域ネットワーク／松阪自然探求会 

NPO 水環境北海道／鶴見川流域ネットワーキング／NPO 水環境ネット東北 

財団法人ハーモニィセンター／五泉トゲソを守る会／長良川環境レンジャー 

NPO 小貝川プロジェクト２１／新町川を守る会／延岡市 他 

 

    〈ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ〉 

    大野重男（前掲／財団法人ハーモニィセンター理事長） 

     小谷寛二（RAC 副代表理事／呉大学・教授） 

     藤原尚雄 

（『カヌー・ライフ』編集長／レスキュー３ジャパン・上級インストラクター） 

佐藤初雄（NPO 国際自然大学校・CONE） 

金尾健司（国土交通省河川局河川環境課専門官） ※調整中 

文部科学省・環境省 

    〈ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〉 

太田昇（RAC 副代表理事／帯広 NPO28 サロン・専務理事） 

17:00    まとめ 

17:50  終了 

18:20       懇親交流会  （～19:50） 

 



【2 日目】 

 8:30       集中討議 

     各地の指導者養成講座や子どもの水辺安全講座の実施報告、前日の議論を踏まえ、

下記の部会に分かれて、今後最とも早急に取り組むべき課題について取組み方策

を検討する。 

      討議①『活動の常設化』 

〈進行〉太田昇（前掲） 

討議②『指導者の質的向上』 

〈進行〉小谷寛二（前掲） 

討議③『指導者の社会的貢献』 

〈進行〉山道省三（RAC 理事／NPO 多摩川センター副代表理事） 

（アドバイザー）鳥羽香織（府中市立四谷小学校教諭） 

10:30  休憩 

10:45  部会報告・総括 

12:00  認定式（トレーナー、リーダー） 

12:30       終了  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[連絡先] 

 ■一般参加に関する申込み等は・・・ 

〒104-0042 東京都中央区入船 1-9-12 （(財)河川環境管理財団内） 

  「川に学ぶ体験活動協議会」事務局 （担当）細見、花田 

 TEL．03-3297-2644 FAX．03-3297-2677 

 

■発表等に関するお問合せは・・・ 

〒105-003 東京都港区西新橋 2-11-5 NPO 地域交流センター  

RAC 自立・常設化部会事務局 （担当）斉藤隆 

 TEL．03-3581-7300 FAX．03-3593-1374 （携帯）090-2498-0813 


